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岳
南
会
会
長

沼
田　

秀
人
（
46
回
）

頌
春

　

常
日
頃
の
、
各
位
の
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
東
北
の
大
震
災
、
台
風
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
円
高
等
、
政
治
経
済
を
揺

る
が
す
世
情
、
混
乱
多
発
の
、
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　

僚
友
校
、
南
高
の
創
立
百
周
年
の

祝
事
祭
典
が
あ
り
ま
し
た
が
、
岳
南

会
と
し
て
は
、
創
立
百
十
周
年
の
、

記
念
す
べ
き
年
で
し
た
が
、
式
典
等

の
行
事
は
自
粛
し
、
生
徒
の
た
め
、

各
教
室
に
、
大
扇
風
機
を
設
置
し
記

念
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

懸
案
の
高
校
再
編
、
学
有
林
の
名

義
変
更
等
、
す
べ
て
決
着
し
、
安
心

と
共
に
、
報
告
す
る
次
第
で
す
。

　

私
の
任
期
も
、
僅
か
と
な
り
ま
し

た
。
心
残
す
事
も
な
く
、
ほ
っ
と
し

　

謹
賀
新
年

　

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
を
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
は

創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
ご
賛
助
も
賜
り
、
全
て
の
教

室
に
天
井
据
付
扇
風
機
を
設
置
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
夏
は
観
測
史

上
最
悪
の
酷
暑
と
な
り
、
本
校
で
の

授
業
も
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
に
大
変

難
儀
を
致
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
昨

夏
の
再
来
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

学
校
長髙

見
澤　

正
彦
 　

支
援
を
バ
ネ
に

６
月
末
の
日
輪
祭
ま
で
に
工
事
が
完

了
致
し
、
以
後
、
在
校
生
は
快
い
風

の
も
と
努
力
精
進
の
日
々
で
あ
り
ま

す
。
冬
の
ス
ト
ー
ブ
使
用
時
も
、

時
々
、
天
井
の
熱
を
循
環
す
る
こ
と

に
よ
り
、
熱
効
率
や
足
元
を
暖
め
る

効
果
も
ご
ざ
い
ま
す
。
在
校
生
は
、

先
輩
の
皆
様
か
ら
の
支
援
を
有
難
く

心
に
留
め
、
快
適
な
環
境
を
「
人
間

と
し
て
の
実
力
養
成
」
の
場
と
な
し
、

や
が
て
「
社
会
へ
貢
献
す
る
力
」
に

変
え
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
東
日
本
大
震
災
」
は
、

「
未
曾
有
」
や
「
想
定
外
」
の
言
葉

通
り
、
被
災
状
況
は
筆
舌
に
尽
く
せ

ぬ
凄
惨
な
も
の
で
し
た
。
被
災
し
て

究
極
状
況
に
身
を
置
か
れ
て
も
な
お

凛
と
し
て
規
範
・
礼
節
・
道
徳
観
を

行
動
に
伴
う
人
々
の
姿
は
、
脈
々
と

受
継
が
れ
て
き
た
躾
や
教
育
、
我
が

国
の
風
土
や
文
化
、
更
に
は
、
お
互

い
の
絆
を
大
切
に
す
る
社
会
基
盤
か

ら
培
わ
れ
た
「
共
助
の
精
神
文
化
」

の
重
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

復
興
に
向
け
た
支
援
や
叡
智
は
、

国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
も
被
災

地
に
向
け
ら
れ
、
次
第
に
具
現
化
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
同
窓
生
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
計
り
知
れ

ぬ
自
然
の
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
今
、

こ
こ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
各
々
の

分
野
で
の
力
を
「
自
然
と
の
共
生
」

や
「
人
と
の
絆
」
を
中
心
に
据
え
た

社
会
・
科
学
の
発
展
に
大
い
に
注
ぎ

込
ん
で
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。
皆
様
方
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
北
高
の
展
望
に
つ
い

て
、
少
子
化
に
如
何
に
対
応
す
べ
き

か
が
、
一
番
の
心
残
り
で
す
。
通
学

区
の
改
革
に
よ
り
、
他
高
に
通
学
可

能
と
な
り
、
駅
か
ら
の
遠
隔
地
に
あ

る
事
、
進
学
、
運
動
に
有
力
な
私
学

が
近
く
に
あ
る
事
等
が
、
思
考
さ
れ

る
の
で
す
。
母
校
の
将
来
に
つ
い
て
、

中
高
一
貫
研
究
委
員
会
、
職
員
に
よ

る
、
将
来
構
想
委
員
会
、
評
議
委
員

会
等
の
活
躍
に
、
期
待
す
る
所
、
大

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
、
内
規
申
合
せ
に
よ

り
、
五
年
毎
の
会
員
名
簿
発
行
、
の

年
と
な
り
ま
し
た
。
友
人
知
人
の
所

在
等
の
確
認
に
、
ご
利
用
下
さ
い
。

　

本
年
も
、
一
層
の
ご
健
勝
を
祈
り

年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

望
む
紺
碧
、
岳
南
の
空
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こ
の
た
び
佐
久
市
立
近
代
美
術
館

で
大
き
な
回
顧
展
を
開
催
し
て
い
た

だ
い
た
。
こ
の
回
顧
展
は
10
月
か
ら

12
月
ま
で
の
長
期
で
油
彩
画
59
点
、

素
描
27
点
が
展
示
さ
れ
た
。
久
し
ぶ

り
に
見
る
19
歳
の
若
い
頃
か
ら
80
歳

の
仐
寿
ま
で
の
作
品
は
な
つ
か
し
い

郷
里
へ
の
さ
さ
や
か
な
返
礼
で
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
さ
て
自
分
の

作
品
の
前
に
た
た
ず
ん
だ
り
、
近
づ

い
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
薄
暗
い
美

術
館
の
壁
に
か
け
ら
れ
た
作
品
が
、

あ
る
時
は
濃
密
に
思
い
出
を
語
り
か

け
て
来
た
り
自
分
の
足
あ
と
を
た
ど

る
上
に
欠
か
せ
な
い
作
品
に
出
合
へ

た
こ
と
は
う
れ
し
い
事
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
20
年
狂
気
の
太
平
洋
戦
争
が

平
成
23
年
総
会
報
告

岳
南
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
mm

m
m

m
m

m
m

mm

m
m

m
m

m
m

終
り
そ
の
頃
佐
久
地
方
に
も
大
勢
の

画
家
が
疎
開
し
て
い
た
。
日
本
画
で

は
、
奥
村
土
牛
、
洋
画
で
は
有
島
生

馬
、
野
口
彌
太
郎
、
東
郷
青
児
、
加

藤
陽
と
い
っ
た
人
達
で
こ
の
人
達
と

地
元
の
画
家
の
荻
原
孝
一
、
日
向
裕

と
い
っ
た
人
達
の
間
に
交
流
が
生
ま

れ
活
気
の
あ
る
美
術
界
と
な
っ
て

い
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
青
春
期
を
迎

え
た
私
達
に
と
っ
て
正
に
刺
激
的
な

と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　

野
沢
北
高
の
あ
る
野
沢
町
に
は
有

島
生
馬
先
生
が
お
ら
れ
、
北
高
美
術

科
の
荻
原
孝
一
先
生
と
の
交
流
が
生

ま
れ
荻
原
先
生
は
中
央
の
美
術
団
体

に
い
ち
早
く
出
品
さ
れ
て
い
た
。
又

荻
原
先
生
は
我
々
に
美
術
学
校
時
代

（
現
芸
大
）
の
頃
の
石
膏
デ
ッ
サ
ン

を
展
示
し
て
く
れ
た
り
し
て
熱
心
に

指
導
し
て
く
れ
た
。
皆
ん
な
競
い

合
っ
て
裸
電
球
の
下
で
夢
中
で
絵
を

描
い
た
。
校
内
展
が
発
展
し
、
町
の

公
会
堂
で
年
一
度
の
貧
し
い
が
熱
気

の
あ
る
展
覧
会
を
つ
づ
け
た
。
有
島

先
生
は
賛
助
出
品
に
滞
欧
作
「
ナ
ポ

リ
の
女
」
四
号
の
絵
を
快
く
貸
し
て

下
さ
り
私
達
を
励
ま
し
て
く
れ
た
。

有
島
・
荻
原
両
先
生
を
中
心
に
し
て

高
校
生
の
作
品
の
並
ん
だ
会
場
は

晴
々
し
か
っ
た
こ
と
。
先
生
方
の
輝

い
た
色
彩
、
生
気
の
あ
る
表
情
を
今

も
忘
れ
な
い
。

　

臼
田
町
に
は
奥
村
土
牛
先
生
が
お

ら
れ
、
長
男
の
昭
君
が
私
の
ク
ラ
ス

に
編
入
し
、
す
ぐ
仲
良
し
に
な
っ
た
。

奥
村
家
に
も
よ
く
遊
び
に
行
っ
た
が
、

先
生
は
草
花
の
ス
ケ
ッ
チ
を
丹
念
に

さ
れ
て
い
た
。
恥
か
し
い
こ
と
に
当

時
画
家
と
は
い
つ
も
絵
だ
け
を
描
い

て
い
る
人
種
で
あ
る
と
は
夢
に
も
思

わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
格
的
に
絵

の
修
業
に
入
っ
て
見
て
画
家
と
は
常

に
描
き
、
そ
し
て
考
え
る
存
在
で
あ

る
と
。
そ
し
て
絵
画
の
世
界
の
奥
深

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
想
う
、
あ
の
青
春
の
強
烈
な

矢
の
よ
う
に
過
ぎ
て
行
っ
た
ひ
と
時

が
私
の
心
の
支
え
で
あ
る
と
。

　

こ
の
た
び
佐
久
市
立
近
代
美
術
館

で
開
い
た
展
覧
会
を
通
し
、
こ
の
秋

の
美
し
い
信
州
の
山
々
の
紅
葉
を
見

る
に
つ
け
私
は
こ
こ
で
生
ま
れ
こ
こ

で
育
っ
た
幸
せ
を
し
み
じ
み
と
感
じ

た
の
で
あ
る
。

倉石氏と吹奏楽班の共演

　
　
青

春

回

想

 

桜
井
　
寛
　

桜井　寛《静物・二つのフライパン》2001年制作

平
成
24
年
度

総
会
の
ご
案
内

期
日　

一
月
五
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
開
会

場
所　

佐
久
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
二
階

　
　
　
（
佐
久
市
中
込
三
―
一
九
―
六
）

議
事

　
　

所
有
林
名
義
変
更
の
完
了
報
告
、

　
　

会
務
・
会
計
決
算
・
予
算
他

記
念
行
事

（
第
一
部
）
記
念
講
演

　

演
題
：『
私
の
幻
想
絵
画
に
つ
い
て
』

 

山
本　

文
彦
氏　
（
51
回
卒
）

（
日
本
藝
術
院
会
員
・
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

（
第
二
部
）
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏

 

野
沢
北
高
校
吹
奏
楽
班

○
懇
親
会
（
一
六
時
三
十
分
〜
）

　

懇
親
会
費　

５
０
０
０
円

桜井　寛《戸隠風景》1954 年制作

　

岳
南
会
役
員
改
選
が
任
期
満
了
に
つ

き
行
わ
れ
現
役
員
が
そ
の
ま
ま
再
任
さ

れ
た
。

　

会
長　
　

沼
田　

秀
人
（
46
回
卒
）

　

副
会
長　

高
見
澤
俊
雄
（
51
回
卒
）

　

副
会
長　

井
出　

公
陽
（
51
回
卒
）

　

副
会
長　

岩
間　

辰
志
（
54
回
卒
）

 

東
京
岳
南
会
会
長

　

副
会
長　

小
宮
山
み
よ
子（
60
回
卒
）

　

副
会
長　

高
見
澤
正
彦

 

野
沢
北
高
等
学
校
長

　

主
な
議
案
報
告
は
学
校
所
有
林
の
名

義
変
更
・
中
高
一
貫
教
育
研
究
委
員
会

の
進
捗
状
況
の
説
明
で
あ
っ
た
。

　

記
念
行
事
は
こ
こ
数
年
講
演
と
公
演

を
交
互
に
実
施
し
て
き
た
。
本
年
は
慣

例
に
な
ら
い
公
演
が
実
施
さ
れ
テ
ノ
ー

ル
歌
手
倉
石
真
氏
（
84
回
卒
）
を
お
招

き
し
た
。
倉
石
氏
は
母
校
の
為
に
と
公

演
を
快
諾
さ
れ
、
前
日
か
ら
お
越
し
く

だ
さ
り
会
場
の
音
響
効
果
を
伴
奏
者
の

方
と
確
か
め
照
明
な
ど
に
も
配
慮
さ
れ

て
い
た
。
高
校
時
代
は
吹
奏
楽
班
に
所

属
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
吹
奏
楽

班
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
承
知
し

て
頂
き
、
音
合
わ
せ
の
た
め
に
北
高
の

音
楽
室
に
て
吹
奏
楽
班
と
の
練
習
を
重

ね
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
魂
、
そ

し
て
心
配
り
が
素

晴
ら
し
い
公
演
へ

と
つ
な
が
り
、
多

く
の
来
場
者
に
大

き
な
感
銘
を
残
し

て
下
さ
っ
た
。

　

若
い
テ
ノ
ー
ル
歌

手
の
今
後
の
活
躍

を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

創立百十周年記念設置の扇風機
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支
部
だ
よ
り

　

昭
和
40
年
卒
（
第
61
回
卒
）
の
高

見
澤
賢
司
と
申
し
ま
す
。
２
０
１
０

年
度
か
ら
長
野
支
部
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
。
歴
代
支
部
長
さ
ん
の
お

名
前
を
拝
見
し
ま
す
と
、「
私
で
い

い
の
か
」
と
い
う
思
い
が
大
変
強
く

い
た
し
ま
す
。
力
不
足
を
承
知
の
上

で
、
野
沢
北
高
を
母
校
と
す
る
方
々

の
出
会
い
の
場
作
り
に
少
し
で
も
お

手
伝
い
で
き
れ
ば
、
と
思
い
こ
の
役

を
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
１
月
12
日
、
長
野
市

は
雪
の
舞
う
寒
い
日
で
し
た
。
沼
田

会
長
、
碓
井
先
生
を
お
招
き
し
て
、

長
野
駅
前
の
ホ
テ
ル
「
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
長
野
」
で
支
部
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
出
席
者
は
66
名
、
内
16
名

が
女
性
だ
っ
た
こ
と
が
ま
ず
特
筆
事

項
で
す
。
ま
た
、
平
成
以
降
の
卒
業

生
が
12
名
、
こ
れ
も
う
れ
し
い
こ
と

で
し
た
。
昭
和
17
年
卒
（
第
37
回

卒
）
の
中
澤
泉
さ
ん
の
乾
杯
で
歓
談

が
始
ま
り
ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で

話
の
花
が
咲
き
、
テ
ー
ブ
ル
を
離
れ

て
は
同
期
、
同
郷
、
仕
事
関
係
、
ク

長
野
支
部

卒
業
30
周
年
記
念
事
業

 

お
よ
び
記
念
式
典

東京岳南会
 第51回総会ご案内

日時　2012 年 6 月 9 日（土）
　　　午後 2時～
会場　日本教育会館・喜山倶楽部
　　　東京都千代田区一ツ橋 2-6-2
　　　Tel　03-3262-7661

　第一部 (午後 2時～ )
　　　　　　総会 ･ミニ講演会
　第二部 (午後 3時～ 5時 )
　　　　　　懇親会

会費　7,000円(懇親会費･通信費など)
　　　2,000円 (学生 )
　　　新会員(当年高校卒業生)はご招待

当番幹事　74 回 ( 昭和 53 年卒 )
　　　　　84 回 ( 昭和 63 年卒 )
　　　　　94 回 ( 平成 10 年卒 )
　　　　 104 回 ( 平成 20 年卒 )

連絡先　東京岳南会幹事長
　　　　小井戸大介 03-5651-3300
　　　　　　　　 090-5442-0633

ラ
ブ
の
先
輩
後
輩
な
ど
い
く
つ
も
話

の
輪
が
で
き
、
今
ま
で
に
な
く
華
や

か
な
雰
囲
気
で
、
２
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

場
作
り
を
し
た
者
と
し
て
は
大
感
謝

で
す
。

　

今
回
の
開
催
に
当
っ
て
は
、
２
０

０
７
年
の
岳
南
会
名
簿
を
ベ
ー
ス
に

案
内
状
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
そ
の

数
は
、
長
野
市
だ
け
で
な
く
北
信
に

お
住
ま
い
の
方
々
約
４
０
０
名
。
当

日
は
、
住
所
が
北
信
以
外
で
も
、
職

場
が
北
信
に
あ
る
方
々
も
含
め
て
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
年
前
の
名
簿
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
特
に
若
い
方
を
中
心
に

「
あ
て
所
に
た
ず
ね
あ
た
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
ケ
ー
ス
も
50
件
ほ
ど
あ
り
ま

し
た
が
、
考
え
て
み
れ
ば
、
反
対
に
、

こ
の
３
年
の
間
に
北
信
地
域
に
来
た

方
も
多
い
は
ず
で
す
。
岳
南
会
の
名

簿
に
も
住
所
欄
が
空
欄
の
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
北
信
地
域
で
今
回

御
案
内
が
い
か
な
か
っ
た
場
合
は
、

私
、
高
見
澤
（
０
２
６

－

２
４
３

－

３
８
５
２
）
に
御
一
報
い
た
だ
く
か
、

次
回
開
催
時
に
、
ど
な
た
か
同
窓
の

方
と
連
絡
を
取
っ
て
お
い
で
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
こ
の
記
事
を

お
読
み
の
皆
さ
ん
が
出
張
で
長
野
に

来
て
、
つ
い
で
に
総
会
に
出
席
し
て

い
た
だ
け
る
な
ら
、
そ
れ
も
大
歓
迎

で
す
。
広
く
、
ゆ
る
く
お
集
ま
り
い

た
だ
け
る
場
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

年
に
一
回
は
総
会
を
開
く
つ
も
り

で
す
。
時
期
は
寒
い
で
す
が
、
今
回

の
よ
う
に
１
月
が
い
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
次
回
に
は
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
と
ぜ
ひ
お
会
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

東
京
岳
南
会

　

記
念
す
べ
き
第
50
回
東
京
岳
南
会

総
会
は
昨
年
６
月
４
日
に
本
校
及
び

野
沢
南
高
か
ら
の
ご
来
賓
を
迎
え
、

１
０
０
名
を
越
え
る
参
加
者
を
得
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
間
辰
志
会
長
（
54
回
）
か
ら
ご

挨
拶
の
あ
と
、
ス
ケ
ー
ト
３
、０
０

０
メ
ー
ト
ル
の
日
本
記
録
保
持
者
菊

池
萌
水
さ
ん
（
１
０
７
回
）
や
日
本

藝
術
院
会
員
に
選
出
さ
れ
た
洋
画
家

山
本
文
彦
さ
ん
（
51
回
）
な
ど
著
名

な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
紹
介

が
あ
り
、
ま
た
ミ
ニ
講
演
会
で
は
作

詞
家
い
で
は
く
さ
ん
（
56
回
）
か
ら

「
北
国
の
春
」
の
作
詞
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
席
上
会
長
か
ら
、
こ
の
総
会

で
出
会
っ
た
同
窓
生
同
士
が
秋
に
結

婚
さ
れ
る
と

い
う
話
が
突

然
披
露
さ
れ
、

同
窓
会
の
持

つ
意
外
な
機

能
を
再
認
識

す
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

　

東
京
岳
南

会
は
同
窓
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
な
る
べ
く
、
よ
り
活
発
な
活

動
を
し
て
ゆ
く
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、

９
月
17
日
に
元
時
事
通
信
モ
ス
ク
ワ

支
局
長
の
中
澤
孝
之
さ
ん
（
49
回
）

に
「
ロ
シ
ア
革
命
で
活
躍
し
た
ユ
ダ

ヤ
人
た
ち
」
と
題
す
る
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
是
非
続
編
を
、

と
の
希
望
で
、
今
年
３
月
初
め
の
ロ

シ
ア
の
大
統
領
選
挙
後
、
新
大
統
領

の
も
と
で
の
内
政
、
外
交
に
つ
い
て

の
分
析
を
３
月
中
旬
に
講
演
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
年
末
に
は
忘
年
会
を
行

い
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
行
事
、
活
動
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
会
員
に
案
内
、
公
開

し
て
ゆ
く
べ
く
、
昨
年
立
ち
上
げ
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
と
、
Ｅ
メ
ー

ル
に
よ
る
連
絡
体
制
の
構
築
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
行
く
行
く
は
部

会
（
ゴ
ル
フ
部
会
等
）
を
設
け
て
同

好
の
士
の
集
ま
り
の
場
と
す
る
べ
く

企
画
を
温
め
て
お
り
ま
す
。
各
行
事

に
は
、
東
京
岳
南
会
以
外
の
同
窓
の

方
々
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、

お
暇
な
折
に
東
京
岳
南
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://tokyo.gakunankai.

com
/

）
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い

（
幹
事
長
小
井
戸
大
介
記
）。

　

第
76
回
卒
業
生
（
昭
和
55
年
卒
業
）

は
、
平
成
23
年
８
月
６
日
佐
久
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
卒
業
30
周
年
記

念
式
典
及
び
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
沼
田
秀
人
岳
南
会
長
、

髙
見
澤
正
彦
学
校
長
、
恩
師
と
し
て
、

宿
岩
多
計
志
先
生
、
原
直
巳
先
生
、
藤

作
敏
一
先
生
、
藤
沢
平
治
先
生
、
木
村

清
志
先
生
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
窓
生
50
余
名
の
出
席
の
も
と
、

岳
南
会
長
及
び
学
校
長
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
母
校
へ
の
記
念
品
目
録
を
学

校
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

体
育
館
用
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
購
入
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
第
75
回
卒
業

生
が
購
入
を
計
画
し
な
が
ら
予
算
が
足

ら
ず
、
今
年
度
の
賛
助
金
と
合
わ
せ
て
、

す
ば
ら
し
い
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
母
校

に
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
既
に

全
生
徒
に
向
け
て
披
露
さ
れ
て
お
り
、

近
々
記
銘
が
入
る
予
定
で
す
。
式
典
後

の
記
念
同
窓
会
で
は
、
海
外
か
ら
駆
け

つ
け
て
く
れ
た
同
窓
生
も
お
り
、
再
会

し
た
恩
師
や
同
窓
生
が
和
や
か
に
歓
談

し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
来
賓
に
は
花
束
が
贈

呈
さ
れ
、
一
緒
に
な
っ
て
ク
ラ
ス
ご
と

に
写
真
を
撮
り
、
恩
師
か
ら
ご
挨
拶
も

い
た
だ
き
ま

し
た
。
二
次

会
、
三
次
会

と
話
が
尽
き

ず
、
忘
れ
ら

れ
な
い
会
と

な
り
ま
し
た
。

 

（
加
藤
和
夫
）

岩間会長(写真提供 田島 恒氏(55))
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今
年
も
北
高
の
同
期
会
で
あ
る
三

六
会
総
会
が
10
月
15
日
に
開
催
さ
れ

た
。
今
回
は
卒
業
五
十
周
年
に
あ
た

る
の
で
、
三
十
周
年
の
時
と
同
じ
よ

う
に
、
母
校
に
記
念
品
を
贈
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
恒
例
の
Ｈ
和
尚
の

先
導
で
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
恩
師

と
同
級
生
の
物
故
者
に
対
す
る
慰
霊

の
読
経
が
あ
り
、
開
式
と
な
っ
た
。

式
が
進
み
、
記
念
品
の
贈
呈
で
紹
介

さ
れ
た
品
物
は
、
吹
奏
楽
班
が
希
望

し
て
い
た
と
い
う
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
３

台
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
瞬
間
、

北
高
に
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
を
創
ろ
う

と
し
た
五
十
三
年
ほ
ど
前
の
こ
と
を

思
い
出
し
た
。

　

私
た
ち
が
入
学
し
た
頃
の
北
高
に

は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
を
意
識
し
た
の
は
入
学
し
た
年

の
夏
だ
っ
た
。
野
球
の
東
信
大
会
の

応
援
で
上
田
球
場
へ
行
っ
た
時
、
相

手
方
の
応
援
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
鳴

り
響
き
誠
に
威
勢
が
良
い
。
そ
れ
に

対
し
わ
が
方
は
、
左
手
を
腰
に
あ
て
、

右
手
に
学
生
帽
を
握
り
、
そ
れ
を
打

ち
振
り
学
生
歌
を
斉
唱
し
て
い
た
。

い
く
ら
声
を
張
り
上
げ
て
も
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
の
よ
う
な
勢
い
は
な
か
っ
た
。

肝
心
の
試
合
も
負
け
た
よ
う
に
思
う
。

　

私
の
卒
業
し
た
中
学
校
に
は
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
が
あ
り
、
そ
こ
で
活
動

し
た
人
た
ち
が
何
人
か
北
高
へ
入
っ

て
い
た
。
三
年
生
で
応
援
団
長
の
Ｋ

氏
も
そ
う
で
、
応
援
も
こ
れ
で
は
寂

し
す
ぎ
る
、
何
と
か
し
よ
う
と
話
し

合
っ
た
。
し
か
し
先
立
つ
お
金
が
な

い
。
し
か
も
楽
器
は
高
価
で
す
ぐ
に

何
台
も
そ
ろ
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
こ
で
ま
ず
、
Ｋ
氏
た
ち
の
卒
業
記

念
に
楽
器
を
何
台
か
寄
贈
し
、
そ
れ

を
何
年
か
続
け
て
も
ら
え
れ
ば
、
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
さ
っ

そ
く
そ
の
年
か
ら
実
行
し
て
も
ら
っ

た
。
加
え
て
学
校
側
で
も
何
台
か
の

楽
器
を
購
入
し
て
く
れ
、
ま
た
生
徒

会
の
支
援
も
あ
っ
て
、
そ
の
年
、
つ

ま
り
私
た
ち
の
二
年
生
の
時
か
ら
北

高
に
も
ブ
ラ
ス
の
音
が
響
く
よ
う
に

な
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
中
学
時
代
の

経
験
者
が
中
心
で
、
私
も
そ
の
一
員

と
な
り
、
音
楽
担
当
の
永
井
彰
先
生
、

そ
の
後
は
藤
森
章
先
生
に
ご
指
導
い

た
だ
い
た
。

　

テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
贈
呈
の
後
に
、
サ

プ
ラ
イ
ズ
が
起
き
た
。
舞
台
正
面
の

覆
い
が
開
け
ら
れ
る
と
譜
面
台
や

テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
な
ど
が
セ
ッ
ト
さ
れ

て
お
り
、
続
い
て
吹
奏
楽
班
の
現
役

生
と
指
揮
者
の
先
生
が
入
場
し
て
お

披
露
目
の
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
、
こ

れ
ほ
ど
機
知
に
富
ん
だ
お
礼
を
企
画

し
た
関
係
者
の
配
慮
と
、
ほ
ぼ
五
十

年
間
、
吹
奏
楽
班
と
し
て
活
動
し
て

い
て
く
れ
た
後
輩
た
ち
の
こ
と
を
思

い
、
し
ば
し
の
感
動
に
浸
っ
た
。

　

こ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
刺
激
さ
れ
て

テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
と

 
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

－

北
高
に
も
ブ
ラ
ス
の
音
を

－

あ
の
頃
の
思
い
出

　
　

 

鷹
野　

邦
人

 

（
高
57
回
、
昭
和
36
年
卒
）

つ
い
、
予
定
外
の
発
言
を
し
た
い
と

司
会
者
に
お
願
い
し
、
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
を
創
ろ
う
と
し
た
頃
の
こ
と
を

話
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
発
言
は
皆

に
昔
を
思
い
出
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、

岳
南
会
ニ
ュ
ー
ス
上
に
こ
の
拙
文
が

あ
る
こ
と
に
直
結
し
た
。

　

つ
い
で
に
述
べ
れ
ば
、
校
歌
が
で

き
た
の
も
私
た
ち
が
二
年
生
の
時
で

あ
る
。
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
だ
っ
た
、
と
思
う
。
た
ま
た
ま

生
徒
会
の
役
員
を
や
っ
て
い
た
関
係

も
あ
っ
て
、
校
歌
の
作
詞
者
で
あ
る

草
野
心
平
氏
に
、
確
か
校
長
室
で
お

目
に
か
か
っ
た
。
当
時
の
私
は
草
野

氏
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
が
、

詩
に
込
め
た
思
い
な
ど
を
お
聞
き
し

た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
校
歌
が
で
き

る
前
の
北
高
の
「
校
歌
」
は
学
生
歌

で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
が
引
継

が
れ
た
記
念
す
べ
き
時
の
生
徒
だ
っ

た
。

　

三
六
会
の
宴
会
が
始
ま
っ
て
昔
話

な
ど
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
と
、
Ｗ

君
が
、
そ
う
い
え
ば
卒
業
式
の
時
に

楽
器
の
贈
呈
を
や
ら
さ
れ
た
な
あ
、

と
言
い
出
し
た
。
こ
こ
に
も
五
十
年

前
の
自
分
を
思
い
出
し
た
友
が
い
た
。

テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
の
贈
呈
で
五
十
年
ぶ

り
に
あ
の
頃
が
よ
み
が
え
っ
た
。
そ

し
て
そ
れ
が
吹
奏
楽
班
と
な
っ
て

育
っ
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
幸
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し

こ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
は
ず
の

Ｋ
氏
は
、
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　

私
に
と
っ
て
今
回
の
三
六
会
総
会

は
、
以
前
に
も
ま
し
て
思
い
出
深
い

会
と
な
っ
た
。

　

野
沢
北
高
等
学
校
の
57
回
生
は
、
昭

和
36
年
卒
業
し
、
２
５
１
名
の
同
期
生

は
社
会
人
そ
し
て
大
学
へ
と
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。
20
数
年
経
っ
た
頃
、
大

学
を
卒
業
し
て
地
元
へ
戻
っ
た
り
転
勤

で
地
元
に
来
た
り
の
仲
間
が
集
ま
り
10

人
余
り
で
飲
み
会
を
兼
ね
た
積
み
立
て

無
尽
の
会
が
で
き
ま
し
た
。
三
六
会
と

名
付
け
ら
れ
た
無
尽
の
会
の
話
し
の
中

か
ら
第
１
回
の
三
六
会
の
同
期
会
が
昭

和
58
年
に
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今

年
は
29
回
目
の
三
六
会
総
会
を
開
く
幹

事
会
の
席
で
卒
業
50
周
年
の
記
念
事
業

を
す
る
事
と
な
り
、
母
校
と
相
談
致
し

ま
し
た
所
、
吹
奏
楽
部
の
テ
ィ

ン
パ
ニ
ー
が
な
く
て
不
自
由
し

て
い
る
と
の
事
で
、
そ
の
楽
器

を
贈
る
事
を
目
標
と
し
ま
し
て

募
金
を
つ
の
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
も
う
70
に
手
の
届
く
仲
間

か
ら
は
果
し
て
ど
の
位
集
る
か

心
配
し
ま
し
た
が
、
１
１
０
数

名
の
方
に
気
持
良
く
応
じ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
遠
く

仙
台
か
ら
、
お
そ
ら
く
震
災
に

遇
わ
れ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

人
よ
り
気
持
だ
け
送
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た

い
事
で
す
。
目
標
を
大
幅
に
上

回
る
１
２
０
万
円
余
り
の
寄
附

金
を
い
た
だ
き
、
本
校
に
３
台

の
テ
ィ
ン
パ
ニ
ー
を
贈
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
10
月
15
日
に
佐

久
平
プ
ラ
ザ
Ｈ
で
行
わ
れ
た
総

会
に
は
68
名
も
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
来
賓
に
同
窓
会
「
岳

卒
業
50
周
年
記
念
事
業
と

 

三
六
会
総
会

南
会
」
の
沼
田
秀
人
会
長
、
髙
見
澤
正

彦
校
長
、
元
中
込
座
社
長
の
関
口
茂
利

氏
を
迎
え
髙
見
澤
校
長
に
寄
贈
品
目
録

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
学
校
側
の
御
心

配
り
で
寄
贈
さ
れ
た
ば
か
り
の
テ
ィ
ン

パ
ニ
ー
を
使
っ
た
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が

あ
り
、
参
加
者
に
は
大
い
に
喜
こ
ん
で

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
卒
業
以
来

本
当
に
50
年
振
り
と
い
う
人
達
で
会
は

大
い
に
盛
り
上
り
、
閉
会
後
は
そ
れ
ぞ

れ
に
二
次
会
へ
と
散
っ
て
い
き
ま
し
た
。

来
年
は
三
六
会
総
会
は
30
回
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
同
様
皆
が

元
気
で
多
数
参
加
で
き
る
こ
と
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

 

大
塚　

格
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十
周
年
の
節
目
を
以
て
、
山
頂
の

慰
霊
碑
の
前
で
の
追
悼
式
を
休
止
し
、

毎
年
六
月
の
第
一
日
曜
日
の
午
前
十

一
時
に
貞
祥
寺
に
参
集
、
本
堂
で
住

職
に
よ
る
読
経
を
頂
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
関
係
者
に
通
知
を
出
さ

な
い
初
め
て
の
慰
霊
祭
で
し
た
が
、

佐
久
市
長
・
岳
南
会
長
・
学
校
長
を

初
め
大
勢
の
方
々
の
ご
参
加
を
頂
き
、

と
も
す
れ
ば
忘
れ
が
ち
に
な
る
戦
争

の
悲
惨
さ
を
思
い
起
こ
し
、
先
輩
達

の
遺
徳
を
偲
び
な
が
ら
追
悼
の
会
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
改
め
て
通
知
は
致
し
ま
せ

ん
が
、
ご
参
加
頂
き
戦
没
者
等
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
、
恒
久
平
和
を
祈

念
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

尚
、
終
了
後
有
志
に
て
会
費
制
で

食
事
会
を
い
た
し
ま
す
。
用
意
の
都

合
上
前
も
っ
て
岳
南
会
事
務
局
ま
で

ご
一
報
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

 

慰
霊
碑
護
持
会　

井
出
公
陽

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

　
第
十
二
回
岳
南
会
戦
没
者
等

　
　
慰
　
霊
　
祭

　

11
月
10
日
に
１
年
生
を
対
象
に
本

校
初
の
試
み
で
あ
る
岳
南
大
学
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
学
ぶ
こ
と
と

働
く
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
窓
生

や
保
護
者
の
方
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

働
い
て
い
る
立
場
か
ら
生
徒
達
に
話

を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
企
画
で
し

た
。
講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
方
は

次
の
通
り
で
す
。
篠
原
秀
郷
氏
（
65

回
）
小
林
慶
志
氏
（
71
回
）
植
松
俊

昭
氏
（
72
回
）
嶋
崎
秀
樹
氏
（
74

回
）
藤
島
義
昭
氏
（
78
回
）
栁
澤
潤

吾
氏
（
81
回
）
柳
田
清
二
氏
（
85

回
）
髙
見
澤
美
穂
氏
（
90
回
）
日
向

美
佐
江
氏
（
保
護
者
）。

　

講
師
の
先
生
方
に
は
お
忙
し
い
と

こ
ろ
講
師
を
快
く
お
引
き
受
け
い
た

だ
い
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を
借
り
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
同
窓
生

の
皆
様
、
今
後
何
か
の
折
に
同
じ
よ

う
に
お
願
い
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

 

（
三
石　

真
一
）

岳
南
大
学
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）

 

に
つ
い
て

　

日
時　

六
月
三
日
（
日
）
十
一
時

　

場
所　

前
山　

貞
祥
寺
本
堂

◇
二
八
会
・
喜
寿
の
つ
ど
い
◇

 

神
部

　
五
郎

春
は
弥
生
　
秋
紅
葉

二
八
会
の
つ
ど
い
　
今
こ
こ
に

腕
組
み
肩
組
み
　
盃
あ
げ
て

た
が
い
の
人
生
　
振
り
返
り

佐
久
平（
さ
く
）の
想
い
を
 
語
り
合
う

千
曲
川（
ち
く
ま
）の
流
れ

　
よ
ど
み
な
く

二
八
会
の
つ
ど
い
　
な
お
続
く

母
校
の
庭
で
　
学
生
歌

歌
っ
た
青
春
　
振
り
返
り

佐
久
平
の
想
い
を
　
語
り
合
う

浅
間
山（
あ
さ
ま
）の
煙
　
絶
え
間
な
く

二
八
会
の
絆

　
よ
り
固
く

喜
寿
を
迎
え
た
　
わ
れ
ら
今

野
北
高（
や
こ
う
）魂
　
振
り
返
り

佐
久
平
の
想
い
を

　
語
り
合
う

青
空
高
く

　
胸
を
張
り

恩
師
・
先
輩
・
そ
し
て
親

感
謝
の
気
持
ち
　
忘
れ
ず
に

あ
の
日
あ
の
時
　
振
り
返
り

佐
久
平
の
想
い
を
　
語
り
合
う

あ
あ

　
高
原
の
日
は
輝
け
り

　

昭
和
28
年
卒
業
（
第
49
回　

高
５

回
）
の
同
期
会
を
「
二
八
会
」（
に
っ

ぱ
ち
会
）
呼
ん
で
い
る
。

　

毎
年
、
春
に
は
東
京
で
、
秋
に
は

佐
久
で
集
い
を
催
し
て
い
る
。

　

佐
久
で
は
今
年
で
50
回
、
東
京
で

は
41
回
に
も
な
る
。
こ
れ
程
に
続
い

て
い
る
同
期
会
も
他
に
聞
か
な
い
。

こ
の
固
い
絆
の
想
い
を
詩
に
詠
ん
で

み
た
。

　

僕
は
卒
業
後
、
北
海
道
に
渡
り
大

学
を
卒
え
て
教
職
の
道
に
入
る
。
定

年
退
職
後
も
札
幌
に
住
む
。
定
年
後

は
ほ
と
ん
ど
欠
か
さ
ず
、
こ
の
同
期

会
に
出
席
し
て
い
る
。
詩
は
、
千
歳

－

羽
田
間
を
往
復
す
る
飛
行
機
の
中

で
退
屈
凌
ぎ
に
「
故
郷
は
遠
き
に
あ

り
て
…
…
」
の
思
い
を
も
併
せ
て
詠

む
。

　

皆
さ
ん
は
、
同
級
や
同
期
の
皆
さ

ん
と
ど
の
よ
う
に
連
絡
を
取
り
合
っ

て
い
ま
す
か
？　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
情
報
通
信
基
盤
の
普
及
に
よ
り
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
も
以
前
と
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
ま
や

同
級
生
や
同
期
と
の
連
絡
も
メ
ー
ル

が
主
流
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、

野
沢
北
高
校
の
卒
業
年
次
に
関
係
な

く
交
流
で
き
る
場
と
し
て
「
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
」
と
い
う
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
「
野
沢
北
高
等
学
校
岳
南
会
」
の

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
交
流
を
始
め

ま
し
た
。
発
起
人
は
、
73
回
卒
業

（‘
77
年
）
メ
ン
バ
ー
で
し
た
が
、
今

や
若
い
人
か
ら
、
中
高
年
??
ま
で
広

く
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
岳
南
会

は
，
野
沢
北
高
校
や
岳
南
会
本
会
か

ら
承
認
さ
れ
た
と
か
い
う
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
な
グ
ル
ー
プ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
野
沢
北
高
校
卒
業
生
に
限
定

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
岳
南
会
！

し
、
現
在
約
１
５
０
名
で
真
面
目
に

交
流
し
て
お
り
ま
す
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
岳
南
会
加
入
ご

希
望
の
方
は
、
ま
ず
は
、「
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
」
の
サ
イ
ト
（http://

ja-jp.facebook.com
/

）
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ア
カ
ウ
ン
ト
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
き
、
卒
業
高
校
に
野
沢
北
高
を

記
載
い
た
だ
い
た
上
で
、「
小
林
克

己
」
又
は
「
土
屋
政
紀
」
で
検
索
を

か
け
、
友
達
申
請
お
願
い
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ま
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

73
回
卒　

土
屋
政
紀

同
窓
の
絆

57回生の卒業50周年記念贈呈のティンパニー全校第九合唱練習風景

生徒に語りかける篠原氏
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岳
南
会
所
有
林
名
義
変
更　

完 

了 

報 

告

 平成23年4月14日　　　
岳南会（長野県野沢北高校同窓会）所有林
名義借人相続人及び関係者 各位
 岳南会 会長　沼田　秀人　

岳南会所有林 名義変更手続き の 完了報告と御礼について

　謹啓，‘花の便り’も，日毎，北上する中，貴台におかれましては，愈々御清栄のこととお慶び申し上げます。
　この3月には，想像を絶する規模の東北・関東大震災に遭遇し，だれもが心を痛めておるところですが，被災された
方々に心からお見舞い申し上げるとともに，健康に留意されながら，復旧復興に向け踏み出されるよう願っています。

　さて，昨年，7月以来，標記の件につきまして取組みを始め，10月以降，名義借人6人の代表者の方々をお願いして，
77名の相続人権利者の方々への事情説明をしていただきながら，本会依頼の細萱忠敬司法行政書士事務所より郵送に
て，岳南会からの‘事情説明書’と，些少ではありましたが‘必要経費’をお送りし，長野地方法務局佐久支局での名義
変更に必要な書類 （「遺産分割協議書」＜実印押印＞と「印鑑証明書」一通） の提出をお願いしてまいりました。
　その結果，多少の紆余曲折はありましたが，今年に入りまして，3月23日〈水〉に，名義借人相続人権利者77名の
方々からの上記必要書類の提出が完了しました。この間，対応が長引いたこともあり，名義借人6人の後継代表者に
お願いした方々の「印鑑証明書」の効力失効が生じ，再提出をお願いして，直ちに，細萱事務所により，長野地方法務
局佐久支局での名義変更の手続きに入り，お蔭様にて，4月13日〈水〉，全ての手続きを完了することができました。
　思えば，昭和15年，旧制長野県野沢中学校創立40周年記念として，岳南会（同窓会）が，将来の図書館建設の一助に
と購入しました山林が，諸般の事情で，所有者の名義変更がなされぬまま，時が流れ，この度，ある日，突然，連絡
を受けられました名義借人相続人の方々の驚きと戸惑いは，察するに余りあるものと思いますが，それにも拘わらず，
皆様，当方のお願いをご理解くだされ，ご協力いただきましたことに，満腔の敬意と感謝を捧げるものであります。
　特に，各家代表者の方々と側面からご助力くださいました方々に厚く御礼申し上げます。誠に有難うございました。
　念のため，次に，その結果をお示しします。　

「岳南会所有林 相続権利委譲 一覧」 （敬称略）
　　　　　　　［所在地］　　　　　　　　　［面積］　 ［名義借人］ 　　 ［代表者（相続人）］　　　[最終名義登記者］
　（1）　佐久市大沢字新田居村 3,637　　　8,041㎡　中澤睦次郎　→　中澤　武雄（11人）　→　沼田秀人岳南会長
　（2）　佐久市大沢字新田居村 3,761－1　 4,857㎡　中澤睦次郎　→　中澤　武雄（11人）　→　沼田秀人岳南会長
　　　 佐久市大沢字新田居村 3,761－4　　 211㎡　中澤睦次郎　→　中澤　武雄（11人）　→　沼田秀人岳南会長
　　　 佐久市大沢字新田居村 3,761－5　　 498㎡　中澤睦次郎　→　中澤　武雄（11人）　→　沼田秀人岳南会長
　　　 佐久市大沢字新田居村 3,761－7　　 354㎡　中澤睦次郎　→　中澤　武雄（11人）　→　沼田秀人岳南会長
　（3）　佐久市大字小宮山　　　　　　　　　　　　　［名義借人］　　　［代表者（相続人）］　　 [最終名義登記者］
　　　　　　　　　字鎌取場 1,556－3　　6,709㎡　半田正一郎　→　半田　綾子（10人）　→　沼田秀人岳南会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荻原　健蔵　→　荻原喜久雄（12人）　→　沼田秀人岳南会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市川彦次郎　→　市川　　裕（ 3人）　→　沼田秀人岳南会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野沢司馬作　→　野沢　潤子（ 7人）　→　沼田秀人岳南会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　並木　三郎　→　並木　隆弥（34人）　→　沼田秀人岳南会長

　これからは，折に触れて，この所有林にかけた大先輩方の思いを，後輩の生徒諸君に伝えてまいる所存です。
　以上，お手間とお手数をおかけしたことをお詫びし，ご協力に感謝申し上げ，ご報告及び御礼とさせていただきます。
　末筆ながら，関係各位の益々のご健勝とご多幸をお祈りいたします。 　敬具　

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
岳
南
會

ニ
ュ
ー
ス
」（
前
号
）
に
て
対
応
状

況
を
報
告
し
ま
し
た
が
、
結
果
が
で

ま
し
た
の
で
、
最
終
報
告
を
い
た
し

ま
す
。

　

平
成
十
五
年
、
沼
田
秀
人
会
長
就

任
と
同
時
に
こ
の
件
に
つ
い
て
の

発
議
が
な
さ
れ
、
細
萱
忠
敬
司
法
書

士
事
務
所
に
専
門
的
対
応
を
委
託

し
、
名
義
借
人
相
続
権
利
者
七
十
七

名
の
方
々
の
確
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
岳
南
会
事
務
局

に
よ
り
対
応
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
教
師
と
し
て
の
職
務
を
果
た
し

な
が
ら
の
対
応
に
は
限
界
も
あ
り
、

結
局
、
平
成
二
十
二
年
七
月
、
沼
田

会
長
よ
り
本
会
副
会
長
が
専
任
す
べ

し
と
の
判
断
が
示
さ
れ
、
以
後
、
精

力
的
に
対
応
し
た
結
果
、
紆
余
曲
折

は
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
三
年

四
月
、
岳
南
会
所
有
林
三
ヶ
所
六
筆

の
地
の
沼
田
秀
人
岳
南
会
長
へ
の
名

義
変
更
登
録
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
掲
の
「
完
了
報
告

と
御
礼
に
つ
い
て
」
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。（
副
会
長
・
高
見
澤
俊
雄
）

　

平
成
二
十
三
年
の
一
年
間
、
本
委

員
会
は
三
回
（
二
・
六
・
九
月
）
開

催
さ
れ
、
四
回
目
を
十
二
月
に
持
つ

予
定
で
あ
る
。
こ
の
間
、
八
月
に
岳

南
会
代
議
員
会
に
て
経
過
報
告
を
行

な
っ
た
。

　

先
ず
、
県
レ
ベ
ル
で
の
中
高
一
貫

教
育
の
進
捗
状
況
で
あ
る
が
、
平
成

二
十
四
年
開
校
予
定
の
屋
代
高
校
附

属
中
学
校
で
は
、
入
学
者
選
抜
説
明

会
が
十
月
八
日
に
更
埴
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
、
児
童
・
保
護
者
八
百
名

が
参
加
、
関
心
の
高
さ
が
示
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
十
一
月
十
五
日
〜
十
七
日

に
志
願
受
付
が
行
な
わ
れ
、
定
員
八

十
名
に
五
一
四
人
が
応
募
し
、
六
・

四
〇
倍
の
倍
率
と
な
っ
た
。
こ
の
後

の
日
程
は
、
十
二
月
十
日
に
適
性
検

査
と
面
接
が
実
施
さ
れ
、
十
二
月
十

九
日
に
合
格
発
表
が
行
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
県
内

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
少
子
化
に

伴
う
県
教
委
の
普
通
科
高
校
再
編
計

画
の
動
向
把
握
に
努
め
、
屋
代
高
校

及
び
諏
訪
清
陵
高
校
の
県
中
高
一
貫

教
育
モ
デ
ル
校
の
次
に
予
想
さ
れ
る

東
信
地
区
中
高
一
貫
教
育
校
設
置
に

対
応
で
き
る
研
究
準
備
を
重
ね
て
い

る
。

　

こ
の
た
め
、
第
八
回
研
究
委
員
会

（
六
月
）
に
於
い
て
、
従
来
の
五
名

の
委
員
に
加
え
て
、
新
た
に
左
掲
の

三
名
の
委
員
（
敬
称
略
）
を
委
嘱
し

た
。

　

吉
岡　

徹
（
五
七
回
生
・
大
沢
）

　

小
林
忠
三
（
六
十
回
生
・
根
岸
）

　

篠
原
秀
郷
（
六
五
回
生
・
小
海
）

　

現
在
、
母
校
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と

対
応
の
進
め
方
を
研
究
し
て
い
る
。

岳
南
会
中
高
一
貫
教
育
研
究
委
員
会　

経
過
報
告

ある冬の日の体育の授業風景

選手壮行会



（7） 岳南会ニュース第22号

平成22.12.1～23.11.30
平成23年 岳南会会計決算書

収入総額 12,735,679円　支出総額 9,971,694円　差引残高 2,763,985円

【収入の部】
項　　目 収入決算 備　　　　考

繰 越 金 6,907,786 
入 会 金 1,440,000 6,000 円× 240 人（入学生）
卒業生終身会費 1,415,000 5,000 円× 283 人（H23 年 3月卒業生）
総 会 会 費 495,000 5,000 円× 99 人 
代議員会等会費 20,000 役選会議(2,000円×6人）、三役会(2,000円×4人）
岳南会館維持管理費 543,750 750 円× 725 人 
岳南会活動協力金 1,898,880 1,000 円（１口）× 2,084 口、1,699 人
雑 収 入 15,263 預金利子、百年史、敷地料等
合 計 12,735,679 
以上、相違ありません。
平成 23 年 12 月 2日
会計監査　竹内　健　㊞
　　　　　臼田善和　㊞
　　　　　白井正幸　㊞

【支出の部】
項　　目 支出決算 備　　　　考

会 報 発 行 費 1,655,967 会報印刷費、封筒、郵送料、会報編集料等
総 会 費 998,147 会場費、懇親会費、講師謝礼等
会 議 費 258,857 役員会、代議員会、会計監査等
支 部 会 議 費 368,920 祝儀、旅費等
慶 弔 費 492,933 餞別、香典、卒業証書筒、校章バッジ、花束代、横断幕代等 
財 産 管 理 費 60,750 固定資産税、山林管理等
クラブ等後援費 315,220 全国大会補助、広告料等
進路指導補助費 200,000 
岳 南 塾 補 助 500,000 
会 館 維 持 費 675,464 会館電気料、会館電話料、会館修理費等
事 務 費 84,371 会館雑貨、事務用品、ハガキ、封筒、コピー用紙、封筒印刷、切手等
予 備 費 4,361,065 岳有林名義変更諸経費、岳有林登記料、扇風機設置費等
合 計 9,971,694 

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

（
主
な
結
果
の
み
）

１/５ 第１回三役会・第１回代議員会
　　　 平成 23年岳南会総会・佐久グランドホテル・参加

者約 170名・公演テノール歌手倉石真氏（84回卒）
１/12  長野支部総会開催・参加者 66名　会長・事務局出席
１/29  中込支部総会開催･参加者 24名　会長･事務局出席
２/24 第７回中高一貫教育研究会開催
３/５ ① 野沢北高校卒業式が挙行され会長・副会長３名

が出席
　　　② 臼田町支部総会開催 ･参加者 15名　事務局出席
３/23  野沢北高教職員送別会が行われ会長・副会長３名

が出席
３/27  小海町支部総会開催・参加者 10名　会長・事務局

出席
４/３  関西同窓会開催（岳南会・鈴蘭会共同開催）大阪

弥生会館
　　　 輪番で本年度は北高が当番に当たり事務局長碓井

出席・参加者は 18名内７名が南高
４/５ 野沢北高入学式・会長・副会長３名が出席
４/13 岳南会所有林名義変更手続き完了
４/20  野沢北高教職員歓迎会開催・会長・副会長３名出席
４/21  PTA三役会で内規に従い岳南塾費決算報告の承

認を得た
４/22  佐久町支部総会開催 ･参加者 20名 ･高見澤副会

長 ･事務局出席

４/24  岳南会名簿作成を株式会社サラト契約（前回もサ
ラトが作成）

５/23 第２回三役会・学校所有林視察
６/４ ① 東京岳南会開催・今回から会場は日本教育会館

で実施・会長、学校長、事務長、事務局長出席・
新会員５名参加・会員 100名参加

　　　② 御代田支部総会開催・参加者 11名・副会長小宮
山先生が支部会員として出席

６/５  第11回戦没者慰霊追悼式・約 30名参列・会長・３
名の副会長・学校長・事務局長参列・柳田佐久市
長も参列

６/10 第８回中高一貫教育研究会開催
６/11  小諸支部総会開催・参加者 20名・会長、学校長、

事務局出席
６/24 前山支部総会開催・参加者 14名・事務局出席
６/25 桜井支部総会開催 ･参加者 30名 ･事務局出席
７/３  岸野支部総会開催・参加者16名・同窓職員金子出席
７/７  英語科須澤（山崎）紀子先生産休育休に入り篠原

節子先生 (68回卒 )着任
８/６  76回卒「卒業 30周年記念同窓会」佐久グランドホ

テルにて開催・会長、学校長来賓として出席
８/27 第２回代議員会開催・参加者 32名
９/９ ①第９回中高一貫教育研究会開催
　　　②社会科平林達也先生ご退職

９/12 平林先生の後任として松本豊明先生着任
９/30  野沢北高校の職業別名簿発刊の往復葉書が届けら

れている情報を入手、野沢北高校の公式ホーム
ページ同窓会に岳南会とは一切関係のないもので
あることを掲載し注意を呼びかける

10/15 57回卒｢卒業 50周年記念同窓会｣ 開催
11/10 東支部総会開催・参加者 12名参加・事務局出席
12/２ 岳南会会計監査実施
12/４  野沢支部代表者会開催・参加者９名・同窓職員中田

先生出席
12/９ 第３回三役会開催
12/16 第10回中高一貫教育研究会開催

平成24年 今後の会務計画（案） 
１．平成 24年　岳南会総会
　　平成 24年１月５日（木）・佐久グランドホテル
２．各支部総（各支部計画による）
３．代議員会（１月５日・８月の最終土曜日）
４．役員会（３回…６月、８月、12月）
５． 岳南ニュース第 23号発行、協力金依頼（12月下旬）
６．岳南会所有林視察（６月）

☆　

野
球
班

　
　

第
92
回
高
校
野
球
選
手
権
大
会

　
　

２
回
戦
敗
退 

対 
飯
山 

２

－

９

☆　

陸
上
班

　
　

渡
辺
慎
吾　

ハ
ン
マ
ー
投
げ

　
　

小
林
直
哉　

三
段
跳
び

　
　

春
季　

県
大
会　

５
位
、
６
位

　
　
　
　
　

北
信
越
大
会
出
場

　
　

小
林　

涼　

110
ｍ
Ｈ
、
400
ｍ
Ｈ

　
　

秋
季　

県
大
会　

優
勝
、
３
位

　
　
　
　
　

北
信
越
大
会 

400
ｍ
Ｈ
２
位

☆　

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班

　
　

秋
季　

県
大
会　

準
優
勝

☆　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
班

　
　

赤
羽
根
・
上
原
組

　
　

秋
季　

県
大
会　

３
位

☆　

男
子
テ
ニ
ス
班

　
　

春
季　

県
大
会
ベ
ス
ト
８

☆　

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班

　
　

春
季　

県
大
会
ベ
ス
ト
８

☆　

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
班

　
　

春
季　

県
大
会
ベ
ス
ト
16

☆　

水
泳
班

　
　

男
子
総
合
（
磯
田
、
小
林
、

　
　

黒
岩
、
高
見
澤
寿
、
平
林
、

　
　

髙
見
沢
光
、
浅
岡
、
佐
々
木
）

　
　

春
季　

東
信
大
会　

１
位

　
　

磯
田
秀
馬 

平
泳
ぎ
100
ｍ 

平
泳
ぎ
200
ｍ

　
　

春
季　

北
信
越
大
会
出
場

☆　

サ
ッ
カ
ー
班

　
　

春
季　

県
大
会
ベ
ス
ト
16

☆　

山
岳
班

　
　

秋
季　

東
信
大
会　

優
勝

優勝した甘利君（中央）

運
動
班

文
化
班

☆　

将
棋
班

　
　

武
井
優
芽
（
全
国
大
会
出
場
）

　
　

女
子
団
体
（
県
大
会
準
優
勝
）

☆　

英
語
班

　
　

清
水
美
月
、
曽
根
奏
子

　
　

 （
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
英
語
朗

読
県
大
会
３
位
、
４
位
）

☆　

美
術
班

　
　

大
井
麻
由
、小
林
藍
、佐
々
木
美
優

　
　

県
高
校
美
術
展
出
展

平成23年 会務報告(岳南会総会H23.1.5以降､事務局把握分抜粋)

紙面の都合で、平成 24 年岳南会会計予算案は割愛させていただきました。

rrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrr

☆　

陸
上
班

　
　

上
原　

聡
太
（
２
年
）

　
　

 

11
月
開
催
第
60
回
長
野
県
縦
断

駅
伝
に
全
佐
久
チ
ー
ム
の
高
校

生
ラ
ン
ナ
ー
で
出
場

☆　

バ
イ
ク
ト
ラ
イ
ア
ル

　
　

甘
利　

大
斗
（
１
年
）

　
　

 

自
転
車
で
岩
場
な
ど
の
障
害
物

を
乗
り
越
え
る
競
技
の
全
日
本

選
手
権
「
一
般
の
部
」
で
ラ
ン

キ
ン
グ
１
位
を
獲
得
し
た
。

　
　

 

世
界
選
手
権
で
は
高
校
生
の
部

で
５
位
に
入
っ
た
。
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平
成
二
十
三
年
三
月
の
、
大
学
等

合
格
者
数
は
表
の
通
り
で
す
。

　

七
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
大
学
入
試
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
卒
業
生
の

進
路
は
国
公
立
大
学
進
学
、
私
立
大

学
進
学
、
浪
人
が
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の

一
と
い
う
の
は
大
ま
か
な
状
況
で
す
。

◎
大
学
入
試
の
状
況

　

長
引
く
不
況
と
少
子
化
の
影
響
で

国
公
立
大
学
お
よ
び
地
元
志
向
が
高

ま
り
、
信
州
大
学
の
合
格
者
は
こ
こ

数
年
で
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

医
療
系
・
教
育
系
な
ど
資
格
の
取
得

で
き
る
学
部
学
科
の
志
望
が
高
ま
り

ま
し
た
。

◎
「
岳
南
大
学
」
の
実
施

　

生
徒
が
将
来
の
進
路
を
考
え
、
興

味
を
持
つ
学
問
や
職
業
は
何
か
を
自

覚
す
る
こ
と
を
目
的
に
今
年
度
よ
り

本
格
的
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
始
ま
り

ま
し
た
。
本
校
で
は
一
連
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
「
岳
南
大
学
」
と
命
名
し

系
統
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
一
年
で

は
各
分
野
の
大
学
生
・
社
会
人
講
演

会
、
二
年
で
は
信
州
大
学
・
群
馬
大

学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
岩
村

田
・
野
沢
南
三
校
合
同
で
実
施
、
一

年
二
年
は
十
四
学
部
の
大
学
模
擬
講

義
、
三
年
で
は
推
薦
入
試
面
接
講
習

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
岳
南
大
学
」
の
行

事
を
通
じ
、
生
徒
が
将
来
の
夢
を
考

え
る
こ
と
で
、
日
々
の
学
習
や
生
活

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
係

と
し
て
指
導
を
深
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

岳
南
会
会
員
名
簿
発
刊
に
つ
い
て

①
岳
南
会
会
員
名
簿
は
株
式
会
社

「
サ
ラ
ト
」
と
契
約
を
し
て
い
ま

す
。
学
芸
出
版
（
株
）
が
長
野
県

野
沢
北
高
等
学
校
「
職
業
別
名

簿
」
を
作
成
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
岳

南
会
・
野
沢
北
高
等
学
校
と
は
一

切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

②
岳
南
会
会
員
名
簿
が
よ
り
有
効
に

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
班
活
動
の
Ｏ

Ｂ
会
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
掲

載
希
望
の
あ
る
組
織
・
団
体
は
事

務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
た
だ
し
、
同
期
会
は

ご
遠
慮
下
さ
い
。

③
サ
ラ
ト
か
ら
掲
載
の
通
知
が
届
く

と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

岳
南
ニ
ュ
ー
ス
郵
送
に
つ
い
て

　

同
封
の
協
力
金
は
、
岳
南
会
の
重

要
な
運
営
資
金
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
何
卒
、
ご
協
力
頂
き
た
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

進
路
指
導
室
か
ら

大学合格状況（2011.5.1 現在）
卒業生数 国公立大学 私立大学 外国大学 大 学 計 公立短大 私立短大 短大計 各種 /専修 総計
283 現 110 271 0 381 17 2 19 7 407

浪 38 114 0 152 2 2 4 2 158
計 148 385 0 533 19 4 23 9 565

事 

務 

局 

だ 

よ 

り

国 立 大 学 合 格 者 数
大 学 名 現 浪 計
北 海 道 ２ 　 ２
北 海 道 教 育 　 １ １
室 蘭 工 業 １ 　 １
東 北 ５ 　 ５
秋 田 １ 　 １
山 形 １ １ ２
茨 城 １ ２ ３
筑 波 　 １ １
宇 都 宮 １ １ ２
群 馬 ６ １ ７
埼 玉 ８ １ ９
千 葉 ３ ３ ６
東 京 医 科 歯 科 　 １ １
東 京 外 語 　 １ １
東 京 学 芸 　 １ １
東 京 農 工 １ １ ２
一 橋 １ １ ２
横 浜 国 立 ２ 　 ２
上 越 教 育 １ １ ２
新 潟 ３ ２ ５
富 山 ３ ３ ６
金 沢 １ ２ ３
山 梨 ３ ２ ５
信 州 33 ３ 36

（人文） ５ 　 ５
（教育） ５ ３ ８
（経済） ４ 　 ４
（理） ２ 　 ２
（医） ５ 　 ５
（工） ７ 　 ７
（農） １ 　 １
（繊維） ４ 　 ４

静 岡 ３ １ ４
京 都 １ １ ２
京 都 工 芸 繊 維 　 １ １
奈 良 女 子 １ 　 １
公立大学／準大学合格者数
茨 城 県 立 医 療 １ 　 １
群 馬 県 立 女 子 　 １ １
高 崎 経 済 10 　 10
前 橋 工 科 １ 　 １
埼 玉 県 立 　 １ １
首 都 大 東 京 ４ 　 ４
横 浜 市 立 １ １ ２
新 潟 県 立 　 １ １
新 潟 県 立 看 護 １ 　 １
福 井 県 立 １ 　 １
山 梨 県 立 ２ 　 ２
長 野 県 看 護 ２ 　 ２
静 岡 県 立 １ １ ２
三 重 県 立 看 護 １ 　 １
広 島 市 立 １ 　 １
高 知 工 科 　 １ １
防 衛 大 学 校 １ 　 １
国立看護大学校 １ 　 １

国 公 立 短 大 合 格 者 数
大 学 名 現 浪 計
川崎市立看護短大 ７ 　 ７
長 野 県 短 大 ３ １ ４
静岡県立大学短大 ７ １ ８
主 な 私 立 大 学 合 格 者 数
中 央 15 ９ 24
法 政 15 ６ 21
日 本 12 ５ 17
明 治 ８ ９ 17
神 奈 川 12 １ 13
文 教 ８ ３ 11
芝 浦 工 業 ７ ３ 10
東 洋 ９ １ 10
青 山 学 院 ４ ５ ９
駒 澤 ６ ３ ９
立 教 ６ ３ ９
早 稲 田 ６ ３ ９
立 命 館 ６ ３ ９
千 葉 工 業 ８ 　 ８
北 里 ３ ５ ８
高 崎 健 康 福 祉 ７ 　 ７
慶 応 義 塾 ３ ４ ７
専 修 ５ ２ ７
東 京 理 科 ２ ５ ７
日 本 福 祉 １ ６ ７
国 際 医 療 福 祉 ５ １ ６
大 東 文 化 ６ 　 ６
帝 京 ６ 　 ６
東 海 ３ ３ ６
東 京 経 済 ４ ２ ６
杏 林 ４ １ ５
東 京 家 政 ２ ３ ５
明 星 ４ １ ５
明 治 学 院 ２ ３ ５
つ く ば 国 際 ４ 　 ４
城 西 ４ 　 ４
東 京 工 科 ４ 　 ４
関 東 学 院 ２ ２ ４
中 京 ３ １ ４
群 馬 パ ー ス ３ 　 ３
國 學 院 ２ １ ３
国 士 舘 ３ 　 ３
津 田 塾 ２ １ ３
日 本 女 子 ２ １ ３
桐 蔭 横 浜 ３ 　 ３
新 潟 医 療 福 祉 ２ １ ３
佐 久 ２ １ ３
岐 阜 聖 徳 学 園 １ ２ ３
静 岡 理 工 科 ３ 　 ３
自 治 医 科 ２ 　 ２
獨 協 医 科 ２ 　 ２
獨 協 ２ 　 ２
帝 京 平 成 ２ 　 ２
亜 細 亜 ２ 　 ２
昭 和 女 子 １ １ ２
成 蹊 ２ 　 ２

帝 京 科 学 ２ 　 ２
東 京 医 療 保 健 ２ 　 ２
東 京 電 機 １ １ ２
東 邦 １ １ ２
日 本 医 療 科 学 ２ 　 ２
麻 布 ２ 　 ２
藤 田 保 健 衛 生 ２ 　 ２
同 志 社 　 ２ ２
関 西 　 ２ ２
東 北 学 院 １ 　 １
東 北 薬 科 　 １ １
上 武 １ 　 １
尚 美 学 園 １ 　 １
桜 美 林 １ 　 １
大 妻 女 子 １ 　 １
学 習 院 １ 　 １
工 学 院 １ 　 １
産 業 能 率 １ 　 １
実 践 女 子 １ 　 １
順 天 堂 １ 　 １
上 智 　 １ １
昭 和 薬 科 　 １ １
成 城 １ 　 １
大 正 １ 　 １
拓 殖 １ 　 １
東 京 薬 科 １ 　 １
二 松 学 舎 １ 　 １
武 蔵 野 １ 　 １
立 正 １ 　 １
相 模 女 子 　 １ １
金 沢 工 業 １ 　 １
常 葉 学 園 　 １ １
愛 知 　 １ １
名 古 屋 外 国 語 　 １ １
名 古 屋 学 芸 １ 　 １
名 古 屋 学 院 １ 　 １
京 都 文 教 １ 　 １
関 西 学 院 １ 　 １
東 北 芸 術 工 科 １ 　 １
東 京 女 子 医 １ 　 １
外 国 大 合 格 者 数
外 国 大 学 　 　 ０
私 立 短 大 合 格 者 数
國 學 院 栃 木 短 １ 　 １
青 山 学 院 女 短 　 １ １
上 田 女 短 １ 　 １
愛 知 学 院 大 短 　 １ １
専 門 学 校 合 格 者 数
医 療 系 ３ ２ ５
そ の 他 ４ 　 ４

　

同
窓
生
の
み
な
さ
ま
の
、
母
校
へ

の
温
か
い
ご
理
解
と
御
援
助
に
感
謝

を
致
す
と
共
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

日輪祭ファイヤーストーム

　

昨
年
は
大
震
災
が
起
こ
り
多
難
な

年
で
し
た
。
多
く
の
岳
南
会
々
員
の

絆
の
お
か
げ
で
22
号
を
無
事
発
行
す

る
事
が
で
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

創
立
百
十
周
年
の
誇
り
を
胸
に
、

現
役
北
高
生
も
着
実
に
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
生
徒
会
が
中
心
に
な
っ
て

日
輪
祭
で
被
災
地
支
援
の
取
り
組
み

を
行
い
ま
し
た
。
困
難
な
時
に
こ
そ

新
し
い
希
望
が
生
ま
れ
る
も
の
、
と

信
じ
て
い
ま
す
。


